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○○○○    中越大震災中越大震災中越大震災中越大震災のののの体験体験体験体験をををを活活活活かしますかしますかしますかします    ○○○○    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県健康関連ビジネスモデル推進事業に選定されています。 

新潟県ＨＰ http://www.kenko-biz.jp/ecorice-2/ 

農林水産省ＨＰ、広報誌「ａｆｆ」で「はんぶん米」が特集されています。 

  農水省 HP http://www.maff.go.jp/j/pr/aff/0909/challenger.html 

 
【 問合先：㈲エコ・ライス新潟  豊永有(ﾄﾖﾅｶﾞﾕｳ) 】 

〒954-0181 新潟県長岡市脇川新田町字前島 970-100 

TEL 0258-66-0070 FAX 0258-66-0447 

e-mail  eco-net@nekonet.ne.jp 

ＨＰ http://eco-rice.jp/  幻の白藤 HP http://www.rice-shirafuji.com 

新潟発！災害発生時「食の安心を！」はんぶん米 

長岡市と「災害支援協定」を締結しました。 

「はんぶんはんぶんはんぶんはんぶん米米米米」を始め当社が開発した非常食

を災害発生時に長岡市に供給をします。 

有限会社有限会社有限会社有限会社エコエコエコエコ・・・・ライスライスライスライス新新新新潟潟潟潟    

 ５年前の中越大震災で、多くの仲間の生産者

が被災しました。又、腎疾患の従業員は避難先

で食事療法ができず体調が悪化し、人工透析に

なりました。 

 この体験から「災害時の食の安全」を目指し

「はんぶん米」等の非常食を開発し、NPO 東京

腎臓病協議会（人工透析患者団体）と「災害支

援協」を H18 年 3 月に締結し、東京都に対して

備蓄の陳情活動を行い、5 年間で 15 万食分の非 
長岡市理事の笠原芳彦様と支援協定書を交換して握手をす

るｴｺ･ﾗｲｽ新潟 阿部信行代表。はんぶん米の原料生産もする 

常食の備蓄が都議会で決定され、昨年度より 3 万食ずつ備蓄が開始されました。生産地・消費地

を越えた「共助」の輪を全国に広めて行きたいと考えています。 

 本日の支援協定は、地元の長岡市が中越大震災を経て、当社の活動、及び、開発した商品をご

評価頂いて締結することになり、喜びと共に身が引き締まる思いを感じます。 

 今後とも新潟県の地域資源「米」をベースに、地震･水害・雪害などの自然災害の教訓を活か

した商品開発、活動をして参ります。 

 取り急ぎ、支援協定締結をご報告させて頂きます。 


